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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
法
闘
士
ド
ル
ク

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
９
９
６
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
堀
田
彰

【
あ
ら
す
じ
】

　
ド
ル
ク
は
、
長
い
間
最
高
の
闘
士
と
し
て
コ
ロ
ッ
セ
オ
に
君
臨
し
て
き
た
。

あ
る
時
、
雇
い
主
の
ア
イ
ラ
か
ら
八
百
長
試
合
を
依
頼
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
が
ド
ル
ク
と
ア
イ
ラ
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
事
と
な
る
の
だ
っ
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
ド
ル
ク
Ｖ
Ｓ
魔
獣

　
　
－
－
１
－
－

　
太
鼓
の
音
が
、
重
く
響
き
渡
る
。

　
人
の
声
が
、
渦
巻
い
て
い
る
。

　
そ
れ
を
よ
そ
に
、
二
人
の
男
が
立
っ
て
い
た
。

　
ニ
メ
ー
ト
ル
は
あ
り
そ
う
な
大
男
と
、
一
六
○
セ
ン
チ
に
満
た
な
い
小
男
だ
。

　
大
男
は
、
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
短
髪
を
掻
き
む
し
る
。

　
大
男
が
身
に
つ
け
て
い
る
の
は
、
腰
布
だ
け
で
あ
る
。

　
二
人
の
周
囲
を
石
の
壁
が
囲
み
、
金
属
製
の
柵
の
隙
間
か
ら
、
太
陽
の
光
が

差
し
込
ん
で
い
る
。

　
格
子
状
の
柵
。

　
地
面
。

　
遠
く
に
あ
る
、
同
じ
よ
う
な
格
子
状
の
柵
。

　
二
人
か
ら
見
え
る
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

「
今
日
の
相
手
は
ス
ゲ
ェ
ぜ
」

　
汚
れ
た
チ
ュ
ニ
ッ
ク
を
着
た
小
男
が
、
甲
高
い
声
で
言
っ
た
。

　
小
男
の
引
き
締
ま
っ
た
細
腕
に
は
、
木
製
の
手
桶
が
握
ら
れ
て
い
る
。

て
お
け

　
手
桶
の
中
で
は
、
赤
い
液
体
が
異
臭
を
放
ち
な
が
ら
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
て

い
た
。

「
獣
か
…
…
」

　
大
男
が
、
手
桶
を
見
て
言
っ
た
。

「
よ
く
わ
か
っ
た
な
」
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小
男
が
、
手
桶
を
胸
ま
で
持
ち
上
げ
て
言
っ
た
。

「
慣
れ
て
る
」

　
大
男
は
、
格
子
の
む
こ
う
へ
視
線
を
移
す
。

「
だ
ろ
う
な
。
こ
っ
ち
に
来
て
か
ら
水
だ
け
ら
し
い
」

　
そ
う
言
う
と
、
小
男
は
手
桶
の
中
の
液
体
を
、
大
男
の
胴
体
に
ぶ
ち
ま
け
た
。

　
大
男
の
首
か
ら
下
が
、
真
っ
赤
に
染
ま
る
。

「
ま
あ
、
あ
れ
は
や
り
過
ぎ
だ
と
思
う
ね
」

　
小
男
が
、
鼻
を
つ
ま
ん
で
言
っ
た
。

「
そ
の
方
が
面
白
く
な
る
」

　
大
男
は
、
微
動
だ
に
せ
ず
言
う
。

「
そ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
。
今
回
の
相
手
は
…
…
」

　
小
男
が
そ
こ
ま
で
言
う
と
、
大
男
が
手
で
遮
っ
た
。

「
や
る
事
は
わ
か
っ
た
。
他
は
別
に
い
い
」

　
大
男
が
拳
を
握
り
し
め
る
。

「
闘
士
入
場
！
」
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柵
の
む
こ
う
か
ら
、
複
数
の
男
の
声
が
同
時
に
響
い
た
。

　
歓
声
が
上
が
る
と
、
大
男
の
前
の
柵
が
縦
に
開
く
。

　
他
の
柵
は
、
ま
だ
開
い
て
い
な
い
。

「
お
呼
び
だ
。
行
っ
て
き
な
」

　
そ
う
言
う
と
、
小
男
は
後
ろ
の
通
路
へ
と
消
え
た
。

　
大
男
は
、
柵
の
外
に
足
を
踏
み
出
す
。

　
歓
声
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

　
砂
で
固
め
ら
れ
た
円
形
の
地
面
を
、
大
男
が
歩
く
。

　
中
心
ま
で
は
、
四
○
メ
ー
ト
ル
程
度
。

　
地
面
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
、
グ
ル
リ
と
観
客
席
が
囲
ん
で
い
る
。

　
高
さ
は
、
大
男
の
十
倍
は
あ
る
。

　
大
男
が
出
て
き
た
柵
が
閉
じ
た
。

「
こ
の
闘
士
、
名
を
ド
ル
ク
。
少
年
の
頃
、
こ
の
場
所
に
立
つ
！
」

　
十
人
の
筋
肉
質
の
男
た
ち
が
、
観
客
席
の
さ
ら
に
一
段
上
か
ら
、
一
斉
に
言

っ
た
。

　
初
め
て
の
観
客
の
た
め
に
、
闘
士
の
説
明
を
簡
単
に
す
る
の
だ
。

「
過
去
の
経
緯
な
ど
、
知
る
よ
し
も
無
し
。
初
戦
に
勝
利
し
て
以
来
十
数
年
、

こ
の
コ
ロ
ッ
セ
オ
で
最
高
の
闘
士
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
！
」

　
こ
う
い
っ
た
情
報
は
、
観
客
よ
り
も
対
戦
相
手
か
ら
重
宝
さ
れ
て
い
る
。

　
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
相
手
の
弱
点
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
だ
。

「
さ
ら
に
こ
の
男
、
数
少
な
い
グ
ラ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
男
の
成
長
、
と
ど
ま

る
事
を
知
ら
ず
！
」
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グ
ラ
ン
ト
と
は
、
異
種
族
の
間
に
で
き
た
子
供
の
こ
と
で
あ
る
。

　
出
生
率
が
極
端
に
低
く
、
親
の
種
族
と
は
関
係
無
し
に
、
い
く
つ
か
特
徴
が

あ
る
。

　
ま
ず
、
体
毛
と
瞳
の
色
が
黒
い
。

　
そ
し
て
、
訓
練
を
せ
ず
と
も
強
靭
な
肉
体
を
持
つ
。

　
ド
ル
ク
も
こ
の
例
に
漏
れ
ず
、
全
身
の
筋
肉
が
戦
闘
用
に
発
達
し
て
い
た
。

　
先
ほ
ど
浴
び
た
液
体
が
、
分
厚
い
胸
板
に
浮
か
ぶ
筋
肉
の
ラ
イ
ン
を
、
ク
ッ

キ
リ
と
表
現
し
て
い
る
。

　
腕
は
女
性
の
ウ
エ
ス
ト
く
ら
い
の
太
さ
が
あ
り
、
脚
は
今
に
も
爆
発
し
そ
う

な
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。

「
以
上
で
、
こ
の
闘
士
の
説
明
を
終
わ
る
！
」

　
男
た
ち
が
言
い
終
え
た
と
き
に
は
、
ド
ル
ク
は
す
で
に
円
の
中
心
に
立
っ
て

い
た
。

　
ド
ル
ク
の
正
面
に
あ
る
柵
が
開
く
。

　
左
右
に
あ
る
柵
も
開
く
。

「
三
匹
か
…
…
」

　
ド
ル
ク
は
、
小
さ
く
呟
い
た
。

　
三
方
か
ら
、
ガ
タ
ン
、
ガ
シ
ャ
ン
と
金
属
音
が
響
く
。

　
刺
す
よ
う
な
獣
臭
。

　
そ
し
て
、
強
烈
な
殺
気
が
会
場
を
支
配
し
た
。

　
　
－
－
２
－
－

　
一
瞬
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　
ド
ル
ク
に
向
か
っ
て
、
三
匹
の
狼
が
突
進
し
て
き
た
の
だ
。

　
体
高
が
三
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
る
、
黒
毛
の
狼
だ
。
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ド
ル
ク
の
両
腕
と
首
筋
に
、
狼
の
牙
が
突
き
刺
さ
る
。

「
こ
の
獣
、
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
と
呼
ば
れ
る
魔
獣
で
あ
る
。
北
の
地
に
生
息
し
、

氷
の
魔
法
を
操
る
！
」

　
男
た
ち
は
、
巨
大
な
狼
－
－
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
の
解
説
を
始
め
た
。

「
く
う
っ
！
」

　
痛
み
で
ド
ル
ク
の
顔
が
歪
む
。

　
せ
っ
か
ち
な
奴
め
－
－

　
と
、
ド
ル
ク
は
思
っ
た
。

　
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
た
ち
が
、
首
を
引
い
て
肉
を
食
い
ち
ぎ
ろ
う
と
し
て
い
た
の

だ
。

　
し
か
し
、
ド
ル
ク
の
肉
体
も
懸
命
に
耐
え
る
。

　
三
匹
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
唸
り
声
を
上
げ
た
。

　
妙
な
や
つ
だ
。
豚
の
臭
い
が
す
る
ぞ
－
－

　
俺
達
は
ハ
ラ
ペ
コ
だ
。
こ
れ
で
は
足
り
ん
－
－

　
牛
だ
。
牛
を
持
っ
て
来
い
－
－

　
そ
う
言
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
い
い
演
出
だ
。
客
も
喜
ん
で
い
る
」

　
ド
ル
ク
が
、
正
面
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
に
さ
さ
や
い
た
。

「
次
は
こ
っ
ち
の
番
だ
」

　
そ
う
言
う
と
、
ド
ル
ク
は
大
き
く
息
を
吐
い
た
。

　
ド
ル
ク
の
身
体
を
、
白
い
光
が
包
み
込
む
。

　
三
匹
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
が
毛
を
逆
立
て
、
ド
ル
ク
か
ら
牙
を
引
き
抜
く
。
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ド
ル
ク
の
両
腕
と
首
筋
か
ら
血
が
吹
き
出
る
が
、
傷
口
は
す
ぐ
に
塞
が
っ
た
。

「
む
ん
っ
！
」

　
ド
ル
ク
が
、
右
腕
で
、
正
面
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
の
下
顎
を
殴
っ
た
。

　
体
高
三
メ
ー
ト
ル
の
獣
が
地
を
滑
る
。

　
左
右
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
、
す
で
に
後
ろ
に
飛
び
の
い
て
い
た
。

　
ド
ル
ク
は
、
正
面
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
へ
駆
け
寄
る
と
、
牙
を
叩
き
折
っ
た
。

　
そ
の
長
い
牙
を
右
手
に
持
ち
、
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
の
左
目
に
突
き
刺
す
。

　
獣
は
、
悲
鳴
と
も
聞
こ
え
る
唸
り
声
を
上
げ
て
い
る
。

　
ド
ル
ク
は
、
獣
の
上
下
の
顎
を
両
腕
で
掴
む
と
、
そ
の
ま
ま
縦
に
引
き
裂
く
。

　
獣
は
全
身
を
痙
攣
さ
せ
、
や
が
て
息
絶
え
た
。

　
観
客
か
ら
、
称
賛
の
声
が
上
が
る
。

　
だ
が
、
ま
だ
勝
負
は
終
わ
っ
て
い
な
い

。　
残
り
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
、
ド
ル
ク
の
背
後
に
回
り
込
ん
で
い
た
。

　
距
離
は
、
お
よ
そ
三
○
メ
ー
ト
ル
。

「
あ
と
二
匹
…
…
」

　
ド
ル
ク
が
、
後
ろ
を
振
り
向
い
て
言
っ
た
。

　
二
匹
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
毛
を
逆
立
て
、
ド
ル
ク
を
睨
み
つ
け
て
い
る
。

「
バ
ウ
！
」

「
ガ
ウ
！
」

　
二
匹
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
が
吠
え
る
。

　
す
る
と
、
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
の
口
か
ら
氷
柱
が
勢
い
よ
く
飛
び
出
し
た
。

つ
ら
ら

　
太
さ
五
セ
ン
チ
、
長
さ
三
○
セ
ン
チ
程
の
、
先
が
尖
っ
た
氷
柱
で
あ
る
。

　
ド
ル
ク
は
、
両
腕
を
前
に
出
し
、
二
本
の
氷
柱
を
受
け
る
。
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氷
柱
は
ド
ル
ク
の
腕
を
貫
通
せ
ず
に
、
砕
け
散
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
を
見
た
二
匹
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
、
ド
ル
ク
に
向
か
っ
て
突
進
す
る
。

　
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
た
ち
が
、
横
一
列
に
な
っ
た
と
き
、

「
で
や
っ
！
」

　
ド
ル
ク
か
ら
見
て
右
側
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
を
、
右
足
で
蹴
り
上
げ
た
。

　
巨
大
な
獣
が
、
大
き
く
宙
を
舞
う
。

　
左
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
、
ド
ル
ク
の
首
に
噛
み
付
く
。

　
し
か
し
、
長
い
牙
は
肉
の
壁
に
阻
ま
れ
、
貫
通
で
き
ず
に
い
た
。

　
ド
ル
ク
は
、
両
手
で
、
食
ら
い
つ
い
て
い
る
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
の
頭
部
を
挟
む
。

「
ふ
ん
っ
！
」

　
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
の
頭
部
が
、
ド
ル
ク
に
押
し
潰
さ
れ
た
。

　
獣
の
濃
厚
な
赤
い
エ
キ
ス
が
天
を
覆
い
、
ド
ル
ク
に
降
り
か
か
る
。

　
観
客
席
か
ら
、
悲
鳴
や
嗚
咽
が
聞
こ
え
る
。

　
勝
手
な
や
つ
ら
だ
－
―

　
ド
ル
ク
は
、
そ
う
思
い
拳
を
握
る
。

　
コ
ロ
ッ
セ
オ
に
や
っ
て
く
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
貴
族
階
級
の
人
間
で
あ
り
、

こ
の
場
所
に
血
と
暴
力
の
限
り
を
求
め
て
い
る
。

　
だ
が
、
客
と
な
っ
て
日
の
浅
い
者
が
限
度
を
超
え
た
試
合
を
見
せ
ら
れ
る
と
、

こ
う
い
っ
た
事
に
も
な
る
の
だ
。

　
打
ち
上
げ
た
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
が
、
地
面
に
落
下
し
た
。

　
口
か
ら
血
と
唾
液
を
垂
れ
流
し
、
の
た
う
ち
ま
わ
っ
て
い
る
。

　
殺
せ
－
－

　
手
を
抜
く
な
－
－

　
ま
だ
元
気
な
観
客
が
、
ド
ル
ク
に
野
次
を
飛
ば
す
。

　
し
か
し
、
ド
ル
ク
は
追
撃
を
せ
ず
に
、
獣
を
見
つ
め
て
い
る
。

　
数
秒
後
、
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
が
立
ち
上
が
っ
た
。
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ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
、
唸
り
声
を
上
げ
、
ド
ル
ク
を
睨
む
。

「
行
け
、
ド
ル
ク
！
」

「
決
め
ろ
！
」

　
先
ほ
ど
ま
で
悲
鳴
を
上
げ
て
い
た
観
客
も
、
野
次
に
参
加
し
始
め
た
。

　
そ
れ
を
見
た
ド
ル
ク
が
、
鼻
で
笑
う
。

「
い
い
気
な
も
ん
だ
。
な
あ
？
」

　
ド
ル
ク
は
、
観
客
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
獣
へ
語
り
か
け
た
。

「
最
後
は
派
手
に
終
わ
ら
せ
よ
う
。
来
い
！
」

　
ド
ル
ク
は
、
右
手
で
胸
を
叩
き
、
相
手
を
誘
う
。

　
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
、
目
を
血
走
ら
せ
、
ド
ル
ク
に
素
早
く
噛
み
付
こ
う
と
す

る
。

　
ド
ル
ク
は
、
ス
ウ
ェ
ー
バ
ッ
ク
で
、
獣
の
牙
を
避
け
た
。

　
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
、
諦
め
ず
に
何
度
も
仕
掛
け
る
。

　
し
か
し
、
ド
ル
ク
は
ダ
ッ
キ
ン
グ
と
ス
ウ
ェ
ー
バ
ッ
ク
で
、
全
て
の
攻
撃
を

か
わ
し
た
。

　
観
客
が
さ
ら
に
沸
き
立
つ
。

　
獣
は
一
瞬
力
を
溜
め
、
ド
ル
ク
に
噛
み
付
こ
う
と
し
た
。

　
ド
ル
ク
は
、
身
を
引
い
て
か
わ
そ
う
と
す
る
。

　
す
る
と
、
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
直
前
で
首
を
引
き
戻
し
た
。

「
む
っ
！
」

　
ド
ル
ク
の
身
体
が
硬
直
し
た
、
そ
の
時
－
－
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「
グ
ォ
ル
ァ
！
」

　
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
、
咆
哮
と
同
時
に
口
か
ら
猛
吹
雪
を
巻
き
起
こ
し
た
。

　
ド
ル
ク
の
顔
面
を
雪
の
嵐
が
襲
う
。

「
が
っ
！
」

　
ド
ル
ク
の
両
目
の
水
分
が
凍
り
つ
く
。

　
ド
ル
ク
は
、
反
射
的
に
目
を
閉
じ
た
。

　
獣
は
、
吹
雪
を
吐
き
つ
づ
け
て
い
る
。

「
だ
が
位
置
は
わ
か
る
！
」

　
ド
ル
ク
は
、
吹
雪
が
来
る
方
向
へ
と
左
腕
を
伸
ば
し
、
獣
の
下
顎
を
掴
む
。

　
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
が
顎
を
閉
じ
よ
う
と
す
る
が
、
ド
ル
ク
に
下
顎
を
引
っ
張
ら

れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
が
で
き
ず
に
い
た
。

　
ド
ル
ク
は
、
右
拳
を
強
く
握
り
、
身
体
を
捻
る
と
、

「
だ
あ
っ
！
」

　
コ
ロ
ッ
セ
オ
に
轟
音
を
響
き
渡
ら
せ
、
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
の
口
に
右
腕
を
突
っ

込
む
。

　
右
腕
は
、
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
の
牙
を
砕
き
、
の
ど
奥
ま
で
達
し
て
い
た
。

　
獣
が
吐
き
出
し
て
い
た
吹
雪
が
消
え
る
。

「
楽
し
か
っ
た
よ
」

　
ド
ル
ク
は
、
瀕
死
の
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
に
耳
打
ち
し
た
。

「
か
あ
あ
っ
！
」
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ド
ル
ク
が
目
を
カ
ッ
と
見
開
き
、
さ
っ
き
よ
り
大
き
な
声
を
響
か
せ
る
。

　
す
る
と
、
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
に
異
変
が
起
き
た
。

　
両
目
、
鼻
、
口
か
ら
一
斉
に
炎
が
噴
き
出
し
た
の
だ
。

　
ド
ル
ク
が
腕
を
引
き
抜
く
と
、
ア
イ
ス
ウ
ル
フ
は
、
ブ
ス
ブ
ス
と
音
を
立
て

地
面
に
崩
れ
落
ち
た
。

　
ワ
ッ
と
歓
声
が
上
が
り
、
大
き
な
拍
手
が
巻
き
起
こ
る
。

　
ド
ル
ク
は
、
両
腕
を
天
高
く
突
き
上
げ
た
。

「
勝
負
あ
り
！
」

　
十
人
の
男
た
ち
が
、
声
を
張
り
上
げ
る
。

　
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
き
、
ド
ル
ク
の
正
面
の
柵
が
開
い
た
。

　
ド
ル
ク
が
入
場
し
て
き
た
場
所
で
あ
る
。

　
ド
ル
ク
は
腕
を
下
ろ
し
、
大
き
く
深
呼
吸
を
す
る
と
、

「
こ
の
あ
と
は
…
…
ア
イ
ラ
と
食
事
か
。
さ
っ
そ
く
儲
け
を
い
た
だ
く
と
し
よ

う
」

　
そ
う
言
っ
て
、
柵
が
開
い
た
場
所
へ
と
歩
い
て
行
く
。

「
ド
ル
ク
！
　
ド
ル
ク
！
　
ド
ル
ク
！
」

「
ド
ル
ク
！
　
ド
ル
ク
！
　
ド
ル
ク
！
」

　
ド
ル
ク
が
会
場
か
ら
消
え
て
も
、
観
客
達
の
声
は
い
つ
ま
で
も
響
い
て
い
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

魔法闘士ドルク
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Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n4996ba/

